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添加によって I'~r-H出1i出液によるクゃルコーズ、-6-燐酸クボルコン酸 6 燐酸の酵素的酸化が著明に促進されるこ
とを認めたロ持者らはこの現象は Kの作用機作を解明するうえに重要ないとぐちを与えるものと考え，こ
こにK3の酵素化学的研究に着手した。
まず i) K3 と構造の類似したこ，三のナフトキノン誘導体も K3 と同様にグノレコン酸 6 燐酸の酸化を促









nucleotide (DPN) , K3 および酵母抽出液から分離したフラピンを作用団とする一種の黄色酵素が必要で
あることが判った。また還元型 DPN (DPNH) の溶液と K3水溶液とを混じただけでは DPNH の酸化は
全く起きないこと，ロイコフラピンの酸化が K3 によって行なわれること，および Methylnaphthohydro­
quinone は容易に白働酸化を行なうことを認めたD したがって DPN ゃTriphosphopyridinenucleotide
(TPN) を必要とする脱水素酵素系における K3の作用位置を図示すると次のようになる。
基質\/ DPN (TPN) ¥ / Methylnaphtho-¥ / Oz 
1 )[ hydroquinone I[ 
酸化生成物I/. ¥DPNH (TPNH) /,,\ K"! /¥ HzO 
•• 3 
脱水素酵素 K3還元酵素
すなわち脱水素酵素の作用で，基質から遊離した水素は， まずピリジンヌクレオチッド (DPN あるい
は TPN) に移行し，還元型ピリジンヌクレオチッド (DPNH あるいは TPNH) を生じる。このものか
ら， K3への水素の伝達は一種の黄色酵素 (K3還元酵素と命名した)によって行なわれ生じた Methylna­










2) 比活性1. 04X 107の酵素液は，超遠心分離的にほぼ単一蛋白質組成をもち，その沈降定数は約2.86Sで
あった。これから算出した分子量は38 ， 000'"""'46 ， 000であり，フラピン含有率から求めた値とほぼ一致す
る。
3) 水素供与体としては DPNH および TPNH のいずれもが有効であるが，最高反応速度を比較した
場合， TPNH を水素供与体とした時は DPNH の時の約1. 3倍である。
4 )水素受容体としては， K3の他に各種ナフトキノン誘導体および p-Benzoquinone 等が有効であるが，
メヂレン青 Brilliant cresol blue チトクロームCおよび分子状酸素等は水素受容体とならない。
5) 精製酵素液の煮沸上清液のペーパークロマトグラフィーならびに，酸i性硫安洗澱処理を行なった酵素
のフラピン要求性から，この酵素の作用団は Flavinmononucleotide であると結論した口
6) 酵素活性は pH 4.0'"""'4.5で最大となる。
7) この酵素は非常に安定であり， 0--40 で数ヶ月間保在してもほとんど失活しない。 また pH 7.0では
700 10分間の加熱に耐える。
8) 重金属イオンやモノヨード酢酸等の|酵素の Thiol 基に作用する阻害剤はこの酵素に顕著な阻害作用
~339 -_ 
を示きない。終濃度3.3x 10- 4lVIで Dicumarol は|酵素活性の約75%を阻害する。
9) 酵素液に光照射 (30w距離3cm2時間)を試みたが，失活は認められなかった。
このような諸種の性状から判断して， この酵素は既知の黄色酵素とは別個の K3 やキノン化合物に強い
親和性を有する活性の極めて強力な酵素であるといえるつ














本研究は酵母の抽出酵素系によって glucose-6-phosphate , 6-phosphogluconate などの酸化がビタミ
ンK3によって促進されることを発見したことに端を発し， 動植物組織を用いて普遍的にピタミンK3h)呼
吸酵素系の活-性を増強することを認め，その作用部位が dehydrogenase system と cytochrome-cytochr­
ome oxidase system の中聞に於いて， 両酵素系の作用を連結する役割を演じていることを推察させるに
至った。
乙の一連の研究の中で特にビタミン K3 の還元が一種の黄色酵素の作用によって行われることを明らか
にしたことは著しい業績であり，その黄色酵素の精製を行い，極めて高純度のものを得ることに成功する
とともに，その性状を明らかにしてこの酵素がこれまでに知られている黄色酵素とは異なるものである乙
とを明らかにした点は細胞仔吸酵素系の研究及びビタミンKl 及UK2 の作用機構の研究の発展に一大寄与
をなしたものであるつ上述の理由から本論文は博士論文として充分の価値のあるものと認める。
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